
組織目標

全体 5
個別 02-01

平成３０年度［ しまづくり推 進部］

平成２８年度から開始した第２次対馬市総合計画を推進するた
め、外部委員で組織する総合計画審議会において、各施策の進捗状
況や目標の達成状況、事業内容について検証します。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

課　名 政 策 企 画 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 対象外

最優先課題 対象外

10月

●施策の進捗状況・目標の達成状況の把握、事業内容の検証　⇒総
合計画審議会の開催１回

●計画の期間：平成２８年度～平成３７年度の１０年間
●達成年度：中間　平成３２年度、最終　平成３７年度
●計画の見直し：平成３２年度

３月

総合計画審議会
の開催

項 目 第２次対馬市総合計画の進捗管理の実施

内 容

指 標
（数値目標） 【 今 年 度 】

８月

平成３０年度事
業計画の調査

【達成年度】

総合計画におけ
る各施策の実施

計画見直し向け
た事前検討

４月 ５月 ６月 ９月

達 成 時 期 平成３３年３月

平成２９年度事
業実績の調査

12月 １月 ２月７月 11月取り組み



全体 6
個別 02-02

平成３０年度［ しまづくり推 進部］ 組織目標

●戦略の期間：平成２７年度～平成３１年度
●最終的なＫＰＩの達成年度：平成３１年度

課　名 政 策 企 画 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり、なりわいづくり

最優先課題 複数

９月

項 目
対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗管理及び必要に応じた見
直しの実施

内 容

平成２７年度に策定した「対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に掲げる各種施策の進捗状況及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）
の達成状況を、外部委員等で組織する総合戦略推進会議において検
証するとともに、新たなニーズや社会情勢の変化に応じ、総合戦略
の見直しを行います。

指 標
（数値目標） 【 今 年 度 】

●総合戦略に掲げる施策の実施状況、各重点戦略に掲げるＫＰＩの
達成状況の把握と検証　⇒総合戦略推進会議の開催１回
●ＫＰＩ達成のための、地方創生交付金の活用の推進 ⇒地方創生
推進交付金の新規申請件数２件
●戦略の見直し　⇒総合戦略推進会議の開催１回

【達成年度】

11月 12月 １月 ２月 ３月

達 成 時 期 平成３２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月

総合戦略推進会
議の開催

平成２９年度事業
実績及び３０年度
事業計画の調査

総合戦略見直し
作業

総合計画におけ
る各施策の実施

地方創生推進交
付金の活用

10月５月 ６月 ７月 ８月

申請 交付金事業の実施



］

指 標
（数値目標）

２月

全体 7
個別 02-03

平成３０年度［ しまづくり推 進部

課　名 政 策 企 画 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 対象外

組織目標

パブリックコメ
ント

達 成 時 期

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

景観計画策定委
員会の開催

各地域での説明
会
（６箇所）

６月取り組み ４月 ５月 ７月 ９月

【 今 年 度 】

項 目 対馬市景観計画に基づく対馬市景観条例の制定

内 容

　平成２９年度に景観に関する現況調査を実施するとともに、外部
委員を含めた景観計画策定委員会での協議を進め、景観形成に向け
た課題整理及び景観計画の素案を策定しました。
本年度は、本計画の周知及び住民説明会等の実施により一定の合意
形成を図ったうえで対馬市景観条例を制定します。

８月

平成３０年１２月

昨年度策定した景観計画（素案）に基づき、各地区説明会の開催
及び、重点地域（城下町地域）での説明会及び意見交換会の開催に
より一定の合意形成の基、本年度、対馬市景観条例を制定します。

３月10月

重点地域での説
明及び意見交換
会

議会への説明及
び議案上程

【達成年度】

11月 12月 １月

３０年１２月：対馬市景観条例の制定

条例案説明 議案上程計画説明



平成３０年度７月の運航開始を目指します

・国土交通省との協議及び許可
・CIQ関係省庁との協議、了承
・国際港湾施設管理者との使用協議
・市民への周知

運航開始

承認 許可

必要に応じて協議

住民説明

２月 ３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 12月 １月

運航開始

CIQ関係省庁との
協議（随時）

全体 8
個別 02-04

市民への周知

項 目 国際航路に国内旅客を混乗させる取組の推進

内 容

対馬北部地域と本土とを直接結ぶ唯一の航路は比田勝～博多間の
フェリー航路のみであり、高齢化が進む北部市民が厳原港や対馬空
港を利用するためには身体的、経済的に大きな負担が生じていま
す。
このことから、福岡市と釜山市を結ぶ国際航路船に対馬北部から

国内旅客の混乗を実現し、比田勝～博多間の移動手段として利用す
ることで、市民の生活利便性の向上と福祉の充実を図ります。

８月 ９月 10月 11月

３者協議
（基本毎月）

記者
発表

６月 ７月

平成３０年度［ しまづくり推 進部］ 組織目標

国土交通省との
協議（随時）

課　名 政 策 企 画 課

島内外の移動手段を確保する

指 標
（数値目標）

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 つながりづくり

最優先課題

達 成 時 期 平成３０年７月

【 今 年 度 】

【達成年度】

・九州郵船（株）、JR九州高速船（株）、対馬市で３者協議を実施



・ワンストップ相談窓口等での相談受付：５０件
・創業の目標件数 ：１０件
・被雇用者の増加目標人数 ：３０名
※創業等支援事業と雇用機会拡充支援事業の合計での目標数値
・創業支援事業計画の更新

課　名

６月取り組み

内 容

指 標
（数値目標）

12月

平成３０年度

なりわいづくり

ワクワクする新しい仕事の創造

項 目

組織目標［ ］

３月

しまづくり推 進部

５月

全体 9
個別 02-05

達 成 時 期

挑 戦

最優先課題
№

平成３１年３月

ワンストップ相
談窓口等の相談
受付

２月

様々な機関や業種団体と連携した産業の振興

４月 １月７月 ８月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

創業支援
セミナー

し ま の 力 創 生 課

　事業者団体、金融機関、大学などの研究機関、行政、その他産業振興に
携わる団体等で構成する「対馬市創業支援会議」において、創業を希望す
る方を多方面から総合的に支援し、産業振興と雇用の増加により地域の活
性化を目指します。
　また、特定有人国境離島の地域社会の維持に係る交付金による雇用機会
拡充支援事業を活用し、雇用を伴う創業や事業拡大を行う民間事業者の支
援を行います。

９月 10月 11月

創業支援事業計
画の更新

総 合 計 画

の 区 分

随時受付



７月

指 標
（数値目標）

　○最適なシステム検討のためのデータを収集します。

達 成 時 期 平成３１年３月

８月 ９月 ２月 ３月12月 １月

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 安全安心のインフラ整備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み 10月 11月４月 ５月 ６月

組織目標

項 目 島内エネルギー自給率向上に向けた取組み推進

内 容

対馬では、島内で消費するエネルギーの大半を島外から輸送され
る化石燃料に依存している状況にあり、エネルギーの安定供給の観
点からも島内のエネルギー自給率向上を図ることが重要です。そこ
で、下記について取り組むことで、エネルギー自給率の向上を図り
ます。

　○上対馬振興部、豊玉診療所への再エネ設備導入

課　名 し ま の 力 創 生 課

上対馬振興部・
豊玉診療所への
再エネ設備導入

電力需要データ収集

全体 10
個別 02-06

平成３０年度［ しまづくり推 進部］



平成３０年度［ しまづくり推 進部］ 組織目標

課　名 し ま の 力 創 生 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先課題 外から若者を招き入れる

項 目 大学と地域との連携推進（域学連携）

内 容

大学が身近に無い離島において、大学が身近に感じられるような環境を
整え、都市部学生の若い力や教員の知識・ノウハウ等によって島づくりの
後押しを行うとともに、島づくりを担う移住定住人材の誘引、対馬ファ
ン・リピーターの確保を行うことで、対馬の新たな価値と産業を創造しま
す。

指 標
（数値目標）

・学生の受入数　500名
・大学教員（研究者）の受入数　100名
・リピート学生の受入数　100名
・学生卒業後の移住定住数　年1～2名

達 成 時 期

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

成果まとめ島内発表

12月9日

島おこし実践塾
入門編 専門編

学生実習・イン
ターンシップ

立教・文教・福岡女子大等 釜山外大

県立大 県立大

学術研究奨励

公募 審査 研究活動

対馬学フォーラ
ム
（対馬への成果
発表の場）

全体 11
個別 02-07

大学の合宿、調
査研究等の受入

釜山外大

平成３１年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月



・定期的に校区会議を開催し、情報提供及び情報共有に努めます。
・地域マネージャーと地域との「つながり状況」を定期的に把握し
　必要に応じてサポートを行います。
・対馬市市民協働（共働）推進本部会議を開催し、全庁的な活性
　化にむけた気風をつくります。
・「地域づくり計画」「行動宣言」の新規策定　１０地区

３月

校区会議・研修
会

地域マネージャー
活動状況把握およ
びサポート

対馬市市民協働
（共働）推進本
部会議開催

12月 １月８月 ９月 10月 11月７月 ２月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月

項 目 地域マネージャー活動活性化事業

内 容

「地域自らが考える将来ビジョン」である『地域づくり計画』は
２９か所（８７行政区）、『行動宣言』は５４か所（９８行政区）
での策定に留まっています。また、職員数の減少に伴う業務量の増
加や地域課題の多様化・複雑化などを背景に、同制度が掲げた役割
を果たすことができていない地域も見受けられます。
２９年度に校区の再配置を行うなど地域と地域マネージャーが

「つながる」しかけ作りを行いましたが、本年度は「つなげるため
につながる」をテーマに制度活性化に向けて本格実施に着手しま
す。

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 平成３１年３月

課　名 し ま の 力 創 生 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 つながりづくり

最優先課題 人と人とのつながりを守る

全体 12
個別 02-08

平成３０年度［ しまづくり推 進部］ 組織目標



・移住希望者へのワンストップ窓口「しまぐらし応援室」にて、
　Ｕ・Ｉターン者のニーズに対応します。

　図ります。

　移住者目線でのサポートを充実させます。
・各種移住相談会へ参加し、対馬市の情報発信を行うとともに、
　移住希望者の掘り起し、および移住者のニーズを調査します。

・Ｕ・Ｉターン関係相談者数　　70名
・移住者数　　　　　　　　　　60名

相談会 相談会 相談会 相談会 相談会 相談会 相談会 相談会

３月

しまぐらし応援
室によるサポー
ト

移住・定住支援
補助金

お試し住宅、定
住支援住宅の運
用

各種相談会等へ
の参加、情報発
信

１月 ２月４月 ５月 ６月 10月 11月 12月取り組み ７月 ８月

項 目 Ｕ・Ｉターン推進事業

内 容

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 平成３１年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

しまぐらしコー
ディネーターの
活用

９月

］ 組織目標

課　名 し ま の 力 創 生 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先課題 外から若者を招き入れる

・島おこし協働隊として「しまぐらしコーディネーター」を雇用し、

全体 13
個別 02-09

・対馬市移住・定住支援補助金を交付し、Ｕ・Ｉターン者数の増加

平成３０年度［ しまづくり推 進部


